
令和７年６月 
 

 

 

 

第３回 
 

 

横 手 市 議 会 

定 例 会 議 案 

（追加議案その２） 



(１) 報告第16号 専決処分の報告について 1 ～ 2

(２) 議案第78号 横手市議会議員及び横手市長の選挙におけるビラ
の作成の公営に関する条例及び横手市の議会議員
及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用の
公営及び選挙運動用ポスターの作成の公営に関す
る条例の一部を改正する条例

3 ～ 7

(３) 議案第79号 横手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例

8 ～ 10

(４) 議案第80号 令和７年度横手市一般会計補正予算（第４号）

令和７年第３回横手市議会６月定例会追加議案（その２）一覧表

予算書の頁
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報告第１６号 

   専決処分の報告について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、議会において指定されて

いる、法律上その義務に属する損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解に関することについて、

別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。 

 

 

令和７年６月２０日提出  

横手市長 髙 橋   大  
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専決第１２号 

   専  決  処  分  書 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、物損

事故による損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解に関することについて、同法第１８０条第

１項の規定に基づき、次のとおり専決処分する。 

令和７年６月１３日専決 

横手市長 髙 橋   大 

 

１ 事故発生日時  令和７年５月２３日（金）午後３時００分頃 

２ 事故発生場所  横手市内 

 

３ 相 手 方   

 

４ 事故の概要   

 

 

５ 損害賠償額 １３４，３６５円 

 



- 3 - 
 

議案第７８号 

横手市議会議員及び横手市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例及び横手市

の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営及び選挙運動用ポスタ

ーの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例 

 

 上記の議案を提出する。 

 

令和７年６月２０日提出 

横手市長 髙 橋   大 

 

提案理由 

 公職選挙法施行令の一部を改正する政令（令和７年政令第２００号）の施行に伴い、現行条例の一

部を改正したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定に基づ

き、議会の議決を求める。 
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横手市議会議員及び横手市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例及び横手市

の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営及び選挙運動用ポスタ

ーの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例 

 

（横手市議会議員及び横手市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例の一部改正） 

第１条 横手市議会議員及び横手市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例（平成１９年横

手市条例第３２号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改正前 改正後 

（ビラの作成の負担限度額及び支払） （ビラの作成の負担限度額及び支払） 

第４条 横手市は、候補者（前条の規定による届出をした者に

限る。）が同条の契約に基づき当該契約の相手方であるビラ

の作成を業とする者に支払うべき金額のうち、当該契約に基

づき作成されたビラ１枚当たりの作成単価（当該作成単価が

７円７３銭を超える場合は、７円７３銭）に当該ビラの作成

枚数（当該候補者を通じて、法第１４２条第１項第６号に定

める枚数の範囲内のものであることにつき、委員会が定める

ところにより、当該候補者からの申請に基づき、委員会が確

認したものに限る。）を乗じて得た金額を、第２条ただし書

第４条 横手市は、候補者（前条の規定による届出をした者に

限る。）が同条の契約に基づき当該契約の相手方であるビラ

の作成を業とする者に支払うべき金額のうち、当該契約に基

づき作成されたビラ１枚当たりの作成単価（当該作成単価が

８円３８銭を超える場合は、８円３８銭）に当該ビラの作成

枚数（当該候補者を通じて、法第１４２条第１項第６号に定

める枚数の範囲内のものであることにつき、委員会が定める

ところにより、当該候補者からの申請に基づき、委員会が確

認したものに限る。）を乗じて得た金額を、第２条ただし書
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に規定する要件に該当する場合に限り、当該ビラの作成を業

とする者に対して支払う。 

に規定する要件に該当する場合に限り、当該ビラの作成を業

とする者に対して支払う。 

  

（横手市の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営及び選挙運動用ポスタ

ーの作成の公営に関する条例の一部改正） 

第２条 横手市の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営及び選挙運動用ポス

ターの作成の公営に関する条例（平成１７年横手市条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改正前 改正後 

（選挙運動用ポスターの作成の公営） （選挙運動用ポスターの作成の公営） 

第６条 候補者は、５４１円３１銭に当該選挙のポスター掲示

場の数を乗じて得た金額に３１万６，２５０円を加えた金額

を当該選挙のポスター掲示場の数で除して得た金額（１円未

満の端数がある場合には、その端数は、１円とする。第８条

において同じ。）に、選挙運動用ポスターの作成枚数（当該

作成枚数が当該選挙のポスター掲示場の数に相当する数を超

える場合には、当該相当する数）を乗じて得た金額の範囲内

で、選挙運動用ポスターを無料で作成することができる。こ

第６条 候補者は、５８６円８８銭に当該選挙のポスター掲示

場の数を乗じて得た金額に３１万６，２５０円を加えた金額

を当該選挙のポスター掲示場の数で除して得た金額（１円未

満の端数がある場合には、その端数は、１円とする。第８条

において同じ。）に、選挙運動用ポスターの作成枚数（当該

作成枚数が当該選挙のポスター掲示場の数に相当する数を超

える場合には、当該相当する数）を乗じて得た金額の範囲内

で、選挙運動用ポスターを無料で作成することができる。こ
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の場合においては、第２条ただし書の規定を準用する。 の場合においては、第２条ただし書の規定を準用する。 

  

（選挙運動用ポスターの作成に係る公費の支払） （選挙運動用ポスターの作成に係る公費の支払） 

第８条 市は、候補者（前条の規定による届出をした者に限

る。）が同条の契約に基づき当該契約の相手方であるポスタ

ーの作成を業とする者に支払うべき金額のうち当該契約に基

づき作成された選挙運動用ポスターの１枚当たりの作成単価

（当該作成単価が５４１円３１銭に当該選挙のポスター掲示

場の数を乗じて得た金額に３１万６，２５０円を加えた金額

を当該選挙のポスター掲示場の数で除して得た金額を超える

場合には、当該除して得た金額）に、当該選挙運動用ポスタ

ーの作成枚数（当該候補者を通じて当該選挙のポスター掲示

場の数に相当する数の範囲内のものであることにつき、当該

候補者からの申請に基づき、委員会が確認したものに限

る。）を乗じて得た金額を、第６条後段において準用する第

２条ただし書に規定する要件に該当する場合に限り、当該ポ

スターの作成を業とする者からの請求に基づき、当該ポスタ

ーの作成を業とする者に対し支払う。 

第８条 市は、候補者（前条の規定による届出をした者に限

る。）が同条の契約に基づき当該契約の相手方であるポスタ

ーの作成を業とする者に支払うべき金額のうち当該契約に基

づき作成された選挙運動用ポスターの１枚当たりの作成単価

（当該作成単価が５８６円８８銭に当該選挙のポスター掲示

場の数を乗じて得た金額に３１万６，２５０円を加えた金額

を当該選挙のポスター掲示場の数で除して得た金額を超える

場合には、当該除して得た金額）に、当該選挙運動用ポスタ

ーの作成枚数（当該候補者を通じて当該選挙のポスター掲示

場の数に相当する数の範囲内のものであることにつき、当該

候補者からの申請に基づき、委員会が確認したものに限

る。）を乗じて得た金額を、第６条後段において準用する第

２条ただし書に規定する要件に該当する場合に限り、当該ポ

スターの作成を業とする者からの請求に基づき、当該ポスタ

ーの作成を業とする者に対し支払う。 
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   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の横手市議会議員及び横手市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する

条例及び横手市の議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営及び選挙運動用ポ

スターの作成の公営に関する条例の規定は、この条例の施行の日以後にその期日を告示される選挙

から適用し、この条例の施行の日前にその期日を告示された選挙については、なお従前の例によ

る。 
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議案第７９号 

横手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例 

 

 上記の議案を提出する。 

 

令和７年６月２０日提出 

横手市長 髙 橋   大 

 

提案理由 

 国会議員の選挙等の執行について国が負担する経費で地方公共団体に交付するものの基準の改定に

伴い、現行条例の一部を改正したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第

１号の規定に基づき、議会の議決を求める。 
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横手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例 

 

 横手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成１７年横手市条例第５

５号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改正前 改正後 

別表（第２条、第４条関係） 別表（第２条、第４条関係） 

区分 報酬の額 旅費の額 備考 

  [略] 

投票管理者 1日につき

12,800円 

横手市特別職

の職員で常勤

のものの給与

及び旅費に関 

途中で交替した

場合は､従事した

時間で按分して

得た額とする｡ 

開票管理者 1日につき する条例(平成  

選挙長 10,800円 17年横手市条  

投票立会人 1日につき 例第59号｡以下 途中で交替した 

区分 報酬の額 旅費の額 備考 

［略］ 

投票管理者 1日につき 

14,500円 

横手市特別職

の職員で常勤

のものの給与

及び旅費に関 

途中で交替した

場合は､従事した

時間で按
あん

分して

得た額とする｡ 

開票管理者 1日につき する条例(平成  

選挙長 12,200円 17年横手市条  

投票立会人 1日につき 例第59号｡以下 途中で交替した 
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 10,900円 ｢条例｣とい

う｡)別表第1に

規定する旅費 

場合は､従事した

時間で按分して

得た額とする｡ 

不在者投票立会人  相当額 1日に満たない場

合は､従事した時

間で按
あん

分して得

た額とする｡ 

開票立会人 1日につき 

8,900円 

   

選挙立会人  

期日前投票管理者 1日につき 

11,300円 

 途中で交替した

場合は､従事した

時間で按分して

得た額とする｡ 

期日前投票立会人 1日につき 

9,600円 

 

 [略] 
 

 12,400円 ｢条例｣とい

う｡)別表第1に

規定する旅費 

場合は､従事した

時間で按分して

得た額とする｡ 

不在者投票立会人  相当額 1日に満たない場

合は､従事した時

間で按分して得

た額とする｡ 

開票立会人 1日につき 

10,100円 

   

選挙立会人  

期日前投票管理者 1日につき 

12,800円 

 途中で交替した

場合は､従事した

時間で按分して

得た額とする｡ 

期日前投票立会人 1日につき 

10,900円 

 

  [略] 
 

  

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



議案第８０号

　令和７年度横手市の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正） 

第１条　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１６,８００千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

　歳入歳出それぞれ５９,４７７,３００千円とする。

２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

　「第１表　歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第２条　債務負担行為の追加は、「第２表　債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第３条　地方債の変更は、「第３表　地方債補正」による。

横手市長 髙 橋 大

令和７年６月２０日提出

令和７年度横手市一般会計補正予算（第４号）

一般会計 - 1 -



一般

１

2 国庫

表

補助金 2,837,9

　

17 △25,972 2

歳

,811,945

入

16 県支出

歳

金 4,330,674

出

7,429 4,338

予

,103

算

2 県補助金 1,96

補

8,655 6,748

会

正

1,975,403

3 県委託金 303,956 681 304,637

19 繰入金 5,191,615 5,743 5,197,358

2 基金繰入金 5,067,219 5,743

計

歳

5,072,962

　

22 市債

入

5,718,700 △

(

104,000 5,6

単

14,700

位

1 市債 5,71

：

8,700 △104,

千

000 5,614,7

円

00

歳

)

　　　　　　入　　　

-

款

　　　合　　　　　　

項

計 59,594,10

補

0 △116,800 5

　

9,477,300

正　前　の　

 

額 補　　 正　　 額

2

計

15

 

国庫支出金 7,957

-

,589 △25,97

第

2 7,931,617



一般

4 1,824 255,388

3 民生費 16,194,361 13,497 16,207,858

1 社会福祉費 8,306,463 13,497 8,

歳

319,960

　

9 消防費 2,

会

出

830,536 △13

(

2,121 2,698

単

,415

位

1 消防費 2,830

：

,536 △132,1

千

21 2,698,41

円

5

歳　

)

　　　　　出　　　　

款

　　合　　　　　　計

項

59,594,100

計

補

△116,800 59

　

,477,300

正　前　の　額 補

-

　　 正　　 額 計

 

2 総務費

3

8,805,037 1

 

,824 8,806,

-

861

4 選挙費 253,56
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第２表　債務負担行為補正

追　加 （単位：千円）

第３表　地方債補正

変　更 （単位：千円）

常備消防施設等整備事業

限 度 額
自 至

令和７年度化学消防ポンプ自動車購入 令和８年度 令和８年度 132,007

事項
期 間

起債の目的
補正前 補正後

限度額 起債の方法 利　　率 償還の方法

　 5.0％以内

　ただし、利率
見直し方式を選
択した地方債に
ついては、見直
し後の利率が当
初定めていた利
率を上回る場合
は、当該見直し
を行った利率で
借入することが
できる。

　政府資金の場
合は、借入先の
融資条件によ
る。銀行その他
の場合には、そ
の債権者と協定
するところによ
る。ただし、財
政の都合により
据置期間及び償
還期限を短縮
し、もしくは繰
上償還又は低利
に借換えするこ
とができる。

限度額 起債の方法 利　　率 償還の方法

206,000
証書借入

又は
証券発行

　
 　5.0％以内

　ただし、利率
見直し方式を選
択した地方債に
ついては、見直
し後の利率が当
初定めていた利
率を上回る場合
は、当該見直し
を行った利率で
借入することが
できる。

　政府資金の場
合は、借入先の
融資条件によ
る。銀行その他
の場合には、そ
の債権者と協定
するところによ
る。ただし、財
政の都合により
据置期間及び償
還期限を短縮
し、もしくは繰
上償還又は低利
に借換えするこ
とができる。

102,000
証書借入

又は
証券発行
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一般会計補正予算に関する説明書



一般

入

1,617

歳

16 県支出金 4,3

出

30,674 7,42

補

9 4,338,103

正

19 繰入

予

金 5,191,615

算

5,743 5,197

事

,358

項

22 市債 5,718,

別

700 △104,00

会

明

0 5,614,700

細

計 5

書

9,594,100 △

１

116,800 59,

．

477,300

総括

計

歳　入 (単位

-

：千円)

款 補　 正　

 

 前　 の　 額 補　

6

　　正　　　額 計

 

15 国庫支出金

-

7,957,589 △

歳

25,972 7,93



一般

 源
国庫支出金 県 支 出 金 地　方　債 そ　の　他

2総務費 8,805,037 1,824 8,806,861 681 1,143

3 民生費 16,194,361 13,497

会

16,207,858 6,748 6,749

9 消防費 2,830,536 △132,1

歳

21 2,698,41

　

5 △25,972 △1

出

04,000 △2,1

(

49

単

計 59,5

計

位

94,100 △116

：

,800 59,477

千

,300 △25,97

円

2 7,429 △104

)

,000 5,743

補　　　正

-

　　　額　　　の　　

 

　財　　　源　　　内

7

　　　訳

款 補正前の額

 

補　正　額 計 特　　　

-

　　定　　　　　財　　　　　源
一 般 財



一般

．

 6 消防費国庫補助金

歳

38,461 △25,

入

972 12,489  

（

1 消防費補助金 △25

単

,972 緊急消防援助

位

隊設備整備費補助金

 

計

：

2,837,917 △

 

25,972 2,81

千

1,945

会

円

 16

）

 款 県支出金

  2 項 県補助金

節

目 補正前の額 補　正　額 計 説　　　　　　明
区　　分 金　　額

 2 民生費補助金 659,539 6,748 666,287  2 障がい者福祉 8

計

38 障害者支援施設等物価高騰対策事業費補助金

838費補助金

5,

 

910

1

10 高齢者福祉費 5

5

,910 介護保険施設

 

等物価高騰対策事業費

款

補助金

 

補助金

-

国

計 1,968

庫

,655 6,748 1

支

,975,403

出金

 16 款 県支出金

 

  3 項 県委託金

 

節

目 補正前の額 補　正

2

　額 計 説　　　　　　

 

明
区　　分 金　　額

6

項

81

 

 

 1 総務費委託金 25

国

8,890 681 25

庫

9,571  4 選挙費

補

委託金 681 参議院議

助

員通常選挙費委託金

金

計

節

303,956 681

目

304,637

補正

8

前の額 補　正　額 計 説

 

　　　　　　明
区　　

-

分 金　　額

△25,9

２

72



（単

般

繰入金 3,227,0

会

59 5,743 3,2

計

32,802  1 財政

-

調整基金 5,743 財

 

政調整基金繰入金

9

繰入金

 

計

-

5,067,219 5,743 5,072,962

位

 22 款 市債

  1 項 市債

節

目 補正前の額 補　正　額 計 説　　　　　　明
区　　分 金　　額

△104,000 7 消防債 982,300 △104,000 878,300  1 消防事業債

 

 

△104,000 過疎

1

対策事業債

9

計 5,71

 

8,700 △104,

款

000 5,614,7

 

00

繰入金

 ： 2 項 基金繰入金  

節

目 補正前の額 補　正

千

　額 計 説　　　　　　

円

明
区　　分 金　　額

5

）

,743

一

 1 財政調整基金



一般

３

 財　　 源 説　　　

．

　明
一般財源 区　分 金

歳

　額
国県支出金 地 方

出

 債 そ の 他

681

（単

4参議院議員 54

位

,826 681 55,

 

507 681 1報酬 6

：

81 参議院議員通常選

 

挙費

会

千

通常選挙費

円）

5横手市長及 131,544 1,143 132,687 1,143 1報酬 511 横手市長及び市議会議員選挙費

1,143び市議会議 10需用費

計

632

員選挙費

計 253,564 1,824 255,388 681 1,143

  3 款 民生費

  1 項 社会福祉費

補

-

 

　 正　 額　 の　

 

 財　 源　 内　 

2

訳 節

目 補正前の額 補　

 

正　額 計 特　　 定　

款

　 財　　 源 説　　

 

　　明
一般財源 区　分

総

金　額
国県支出金 地 

務

方 債 そ の 他

費

 

3障がい者福 78,7

 

 

98 1,677 80,

4

475 838 839 1

 

8負担金補助 1,67

項

7 地方創生臨時交付金

 

事業

選

祉費 及び交付

挙

金 　障害者支援施設等

費

物価高騰対策

1,67

補

7

　

　事業

1

 

4

正

地域福祉費 698,0

　

78 11,820 70

 

9,898 5,910

額

5,910 18負担金

　

補助 11,820 地方

 

創生臨時交付金事業

の　

及び交付金 　介護保

 

険施設等物価高騰対策

0

財

事

11,820

　

　

 

業

源

計 8,3

　

06,463 13,4

 

97 8,319,96

内

0 6,748 6,74

　

9

 訳

 

節

目 補正前の額 補　正

-

　額 計 特　　 定　　



（単

般

 源 説　　　　明
一般

会

財源 区　分 金　額
国県

計

支出金 地 方 債 そ 

-

の 他

 

1常備消防

1

費 2,457,251

1

△132,121 2,

 

325,130 △25

-

,972 △104,000 △2,149 11

位

役務費 △17 常備消防施設等整備事業

△132,12117備品購入費 △132,006

26公課費 △98

計 2,830,536 △

 

132,121 2,698,415 △25,972 △104,000 △2,149

  9 

：

款 消防費

  1 項   消防費

補　 正　 

千

額　 の　 財　 源

円

　 内　 訳 節

目 補正

）

前の額 補　正　額 計 特

一

　　 定　　 財　　
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１．特　別　職
（単位：千円）

その他の
特 別 職

1,192
比　 較

長　　等

議　　員

1,192 1,192
計

1,192

228 13,624 406,830 42,282 449,112

1,192 1,192

計 3,598
297,040 41,460 54,478

2,130 184,121 758 184,879

(3.40)

(3.40)

171 11,494 55,386 6,016 61,402

その他の
特 別 職

3,570
170,685 8,484 2,765 57

35,508 202,831

(3.40)
補正前

長　　等 3
32,976 10,745

228 13,624 408,022 42,282 450,304

議　　員 25
126,355 40,968 167,323

計 3,598
298,232 41,460 54,478

(3.40)

57 2,130 185,313 758 186,071その他の
特 別 職

3,570
171,877 8,484 2,765

167,323 35,508 202,831

(3.40)

(3.40)

10,745 171 11,494 55,386 6,016

地　域
手　当

寒冷地
手　当

その他の
手　当

計年間支給率
（月分）

補正後

長　　等 3
32,976

給　与　費　明　細　書

区　　　分
職員数
（人）

給                  与                 費

共済費 合　計 備　考
報　酬 給　料

期末手当

議　　員 25
126,355 40,968

61,402



(単位：千円）

１．普通債 5,697,200 △ 104,000 5,593,200 5,195,127 5,195,127 51,854,467 △ 104,000 51,750,467

　  (8)消　　防 982,300 △ 104,000 878,300 246,829 246,829 3,194,927 △ 104,000 3,090,927

合　　計 5,718,700 △ 104,000 5,614,700 7,065,362 7,065,362 65,296,847 △ 104,000 65,192,847

地方債の当該年度末における現在高の見込みに関する調書

区　分

当該年度中増減見込額
当該年度末現在高見込額

当該年度中起債見込額 当該年度中元金償還見込額

補正前の額 補正額 補正後の額補正前の額 補正額 補正後の額 補正前の額 補正額 補正後の額
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